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令和5年3月10日発行

公式 LINE アカウントに
ご登録お願いいたします

研究大会は
3年ぶり対面開催！

子どもたちの未来のため
市内39PTAとの連携を進め、時世に合った活動を通じて、必要とされる市P連を目指します！

帯広市 PTA 連合会  会長  中村  浩和
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令和 4 年度　周年を迎えた学校紹介
栄小学校（50 周年）　地域とともに、半世紀

大正小学校（50 周年）　大正っ子　大きな希望を　咲かせよう

若葉小学校（50 周年）　手をとり合い  未来へつなごう  若葉のたすき

八千代中学校（70 周年）　八広地域「三大名言」　刻まれる歴史とともに

　本校は、開校から50年の歴史を歩んできました。昭和46年9月に設立認可となり、北栄
小学校において開校式を挙行いたしました。平成25年には新校舎へ移行し現在に至って
います。本校の歴史を語る上で「地域とのつながり」は外すことができません。登校時の
見守りからボランティアによる学習支援など地域のたくさんの方々の温かな思いに支え
られてきました。今年度からはコミュニティ・スクールも始まりました。レジリエンス
教育や外部から専門家を招いた出前授業を多く取り入れるなど特色ある教育活動を展開
しています。地域に愛され、地域が誇れる学校であるために、本校は今までも、これから
も地域とともに歩み続けます。

　本校は昭和41年戸蔦小学校との統合を皮切りに、43年には幸福小学校、44年には桜木
小学校との統合が行われ、49年に大正小学校、泉小学校、以平小学校の3校の統合により、
大正地域での統合は完了、358名の児童とともにそれぞれの学校の歴史と伝統を引き継
ぎ、新たな歴史を刻み始めました。
　50周年の記念すべき節目にあたり、この地域の熱い教育への期待に応えるために、教職
員一同、英知を結集し、「笑顔がかがやき、一人ひとりが成長を実感し向上する学校」を創
造してまいります。今後とも変わらぬご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

　若葉小学校は、帯広市の宅地開発に伴う著しい児童の増加によるマンモス化解消のた
め昭和47年に開校しました。10月3日に開校式を迎え、翌年4月6日より15学級475名の児
童とともに、学校の歴史がスタートしました。以来、PTAや地域の方々のご協力により、花
壇の整備など子どもたちの学習環境を整えてきました。今年度は開校50周年を迎え、記
念事業の一つとして、図書室の整備に協賛会をはじめ、PTA、ボランティアなどたくさん
の方々にご協力いただきました。これからも、保護者・地域の皆様とともに、子どもたち
の学びと成長を支え、新しい時代を切り拓く人材を育てる教育活動の充実に全力を尽く
してまいります。

　八千代中学校は、昭和27年、旧広野中学校、旧八千代中学校を統合して川西村立広野中学校とし
て開校し、昭和28年には、川西村立八千代中学校と改称され、その礎が築かれました。昭和32年に
は、帯広市との合併により、帯広市立八千代中学校となり、昭和60年には現在地に鉄筋造り二階建て
ラーニングセンターという新しい機能をもった現校舎が完成しました。
　協賛会記念事業として、京都囃子方同盟会による能楽囃子方公演、学校施設の整備、表彰と思い出
のスライド上映による記念式典、記念誌発刊を行いました。
　これからも、八広地域「三大名言」~『小さな学校の大きな頑張り』『畑荒らしても・子ども荒らすな』

『今の自分たち・百年後の子孫のために』のもと、地域とともに、未来に向かって歩み続けていけるよ
う、全力を尽くしてまいります。

第 40 回全道ＰＴＡ広報紙コンクール受賞ＰＴＡ
●優秀賞（(公社 )日本ＰＴＡ全国協議会賞）
　帯広市立稲田小学校ＰＴＡ「いなだの杜」
●奨励賞
　帯広市立明星小学校ＰＴＡ「明星だより」

●審査員特別賞（北海道新聞社賞）
　帯広市立清川小学校ＰＴＡ「はぐくみ」
　帯広市立帯広第一中学校ＰＴＡ「Plain」

第66回　帯広市PTA連合会　研究大会　兼　子育て研修会
大会テーマ「現在から未来へ～私たちにできること～」

「なな転び八起き  〜いま私が伝えたいこと〜」

「ストレス＆アンガーマネジメント」

「子ども達と未来を創る SDGs」

「多様な性について」

スピードスケード元日本代表　髙木 菜那さん

公認心理師　長縄 史子さん

2030 SDGsファシリテーター　芳賀 雅樹さん

帯広市役所市民活動課　男女共同参画係長　柚原 しのぶさん

　11月27日（日）に、とか
ちプラザにて髙木菜那さ
んの講演と3つの分科会に
分かれての講演がありま
した。感染対策に留意し
ながら129名のPTA会員が
集まり、新たな刺激と知識
を受け、それぞれが未来へ
向けて出来ることを考え
た貴重な時間を得たので
はないかと思います。

　海外では、シーズンや年によってチャレンジする
競技を変えるのは珍しくないことで、十勝にもそれ
を容認してくれる風土があり、様々なスポーツを経
験することで自分に何があっているか自分の意思
で選択する環境があるというのは大事なこと。“本
人に任せて見守ることで、子どもに考える力がつ
く”と、これまでの周囲の環境への感謝とともに語
る髙木菜那さんの言葉は、私たち子育て中の親にと
ても響くものでした。オリンピックでの経験や出
会いなども織り交ぜながら、とても楽しい時間をい
ただきました。

　子育てにはイライラがつきもの。そんな怒りの仕組み、イライラをエ

スカレートさせずに上手に付き合っていくコツを、実体験も交えてお話

してくださいました。気持ちよく伝える、わかりやすく伝えることでお

互いを尊重しあう。怒ることは悪いことではなく、 “未来に向けて考え

ていくこと”と学ばせていただきました。

　学校では、帯広市民学やゲーム感覚を取り入れた手法を使い、「SDGs」を楽し
みながら学べる環境を整えています。ここでの経験を家庭に持ち帰り、家族と
共有出来たのなら、更に素晴らしいものになると思いました。

　LGBTQの人は人口の3～10％で、これは左利きの人やAB型の人の割合と同じくらいだそうです。決して少ない数字ではないことに「性」とは多様なものだということに気付き、個人の尊重、一人ひとりが自分らしく生きることのできる社会の実現の大切さを学ぶことができた分科会でした。

基調講演

第一分科会

第三分科会

第二分科会
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第 40 回（令和４年度）全道ＰＴＡ広報誌コンクール受賞ＰＴＡ
※○○賞     ※□□賞
帯広市立○○小学校ＰＴＡ（○○）  帯広市立○○小学校ＰＴＡ（○○）
帯広市立□□中学校ＰＴＡ（□□）  帯広市立□□中学校ＰＴＡ（□□）
帯広市立△△小学校ＰＴＡ（△△）  帯広市立△△小学校ＰＴＡ（△△）

基調講演

第一分科会

第三分科会

第二分科会
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